説教要旨「御言葉による訓練」
聖書：ヘブライ５章１１－１４
5:11 このことについては、話すことがたくさんあるのですが、あなたがたの耳が鈍くなっているので、容易に説明できません。

5:12 実際、あなたがたは今ではもう教師となっているはずなのに、再びだれかに神の言葉の初歩を教えてもらわねばならず、また、固い食物の代わりに、乳を必要とする始末だからです。

5:13 乳を飲んでいる者はだれでも、幼子ですから、義の言葉を理解できません。

5:14 固い食物は、善悪を見分ける感覚を経験によって訓練された、一人前の大人のためのものです。
　今までヘブライ人への手紙の著者はメルキデゼクに等しい大祭司・イエス・キリストについて説明をしてきましたが、ここでそれが中断され、５章１１－６章１２では話題を変えます。
しかし、閑話休題のような中断ではありません。１１節の「このこと」とは、メルキゼデク系統の大祭司のことです。ここでヘブライ人への手紙の作者はそれが十分に理解されていないのではないかと気がついたようです。この主題は、ヘブライ人への手紙では最も重要です。このことをしっかり受け止めて欲しいと作者は考えたのに違いありません。
　この手紙の読者は「ヘブライ人」つまりイスラエルの民でありユダヤ人でした。彼らが大祭司を知らないわけはありません。読者のヘブライ人がローマ在住の人々であったか、今日のパレスティナ在住の人々であったか確定することができないのですが、ユダヤ人であったことは確かです。その中にはエルサレムで着飾って、神殿で儀式を執り行っている大祭司を見た人もいたかもしれません。ユダヤ人の宗教の中心は大祭司でした。そうでなくても彼らは聖書〔今日では旧約聖書〕を幼いころから読み、教えられていたと思います。けれども、ヘブライ人への手紙の著者は、彼らが肝心のことを知っていないと思うようになっていたのです。彼が語りたかったのは、メルキゼデク系の大祭司、イエス・キリストについてでした。
この点に関して、確かに聖書に記されていますが、大半のユダヤ人読者には初耳という人もいたのではないかと思います。大祭司といえばアロン系の大祭司です。その大祭司がしている働きについては知っていました。しかし、メルキゼデクと同じような大祭司イエス・キリストについてはあまり知識がなかったのです。聖書に精通していてもこのことをあまり深く考えもしなかったという人もいたと思います。
　その点、私たちも同様です。メルキゼデクのような大祭司についてあまり深く考えたこともない、今までヘブライ書の著者が論じてきたところに疎いと言わなければなりませんでした。
　このようなレベルの知識しかもっていない読者を、ここでは、ミルクしか飲めない赤ん坊のような者と表現しています。これを聞いてどう感じるでしょうか。私たちは自分が成熟した立派な信者ではないと思っていても、それをずばり指摘されるとあまりいい気持ちにならないのではないでしょうか。あるいはヘブライ人への手紙の作者の言い方は叱責としか聞けないと感じる人もいるのではないかと思います。いつまでたっても同じところに留まっていて全然成長がないと言われているように聞こえます。これは批判です。そのように受け止めても仕方がありません。ただ、単なる叱責とは思われません。９－１２節の文章を見るとそれが分かります。著者の目論みは「約束されたものを受け継ぐ」ようになることです。
　確かに、一見すればきつい表現と受け止められますが、実際には読者を励ます言葉が続いています。まず、今では教師になっているはずなのに、あいも変わらず初歩の状態だといいます〔１２節〕。
確かに彼らはもう何年も信仰生活をしていたはずです。教会に聖霊が下ったペンテコステ〔使徒言行録２章参照〕から、この手紙が書かれた頃まで、どうみても３０年以上は過ぎていたと思われます（この手紙にはローマ皇帝ネロの迫害を暗示する個所がありますーヘブライ書１１章３２以下、ネロの迫害は６４年です）。最初の入信者でもそのくらいでしょうか。
おそらく信仰生活は数年の人も多かったと思います。その間、彼らは礼拝を守り、聖書を読み、説教を聞いていました。それなのに相変わらず初歩を学ばなければならないのだと指摘されています。読者は何も学んでいなかったわけではありません。６章１によればこの人たちはかなり高度の教理を学んでいたことが分かります。長い教会生活の中でいろいろのことを学んでいたことは確かです。それなのに、このヘブライ人への手紙の作者は、読者に向かって、あなたがたはその知識に関しては赤ん坊の状態だというのです。
　これは何を意味するのでしょうか。ここで彼が強調してきたのは、大祭司イエス・キリストに関わる教えでした。そのことを語ってきて、はたと気がついたことは読者がアロン系の大祭司についての知識はあっても、メルキゼデク系の大祭司イエス・キリストについてはあまり学んでいない、あるいは関心を払っていないという事実であったと思われるのです。このことを知らない、あるいは正確に把握していない状況こそが「ミルクを必要とする幼子」のような状態だというわけです。この肝心なことを理解していない、これが読者に起きていることであったのです。
　ここからひとつのことを教えられます。キリスト者は誰も教師になれるということです。教会生活をし、聖書を学び、説教を聞き、今日ならいろいろの書物を読んで、メルキゼデク同様の大祭司を知るようになります。そのイエス・キリストを語ることができるならその人は十分に教師たりえるのです。教師になんらかのライセンス〔免許〕があるわけではありません。例えば、何年間特別な学校にいかなければならないというものではありません。そこで何単位を取得する必要もありません。ただ、メルキゼデクに等しい大祭司であるということはどういうことか、そして、その大祭司は私たちのためにどのようなことをされたのか、その結果私たちはどういう恩恵に浴しえたのか、これをしっかり押さえているなら、その人は［教師］になれるのです。
初代の教会はそのようにして教師を輩出してきたといえます。これはすべての信者に機会を提供するものです。私たちは万人預言者を主張する教派です。誰もが預言者として神の言葉を語ることが許されています。その内容はむろん博識でもなく、あるいはギリシヤ哲学の巡回教師のように雄弁で、修辞学のような特別な学問的訓練を受けている必要はありません。ただ、メルキゼデクのような大祭司、イエス・キリストについて明瞭に語れるかどうかが問題でした。
　メルキゼデクに等しい大祭司は、自分の罪のために生け贄の血を携えていく必要はありません。彼自身神の子でもあります。そして、この大祭司は自分自身をいけにえとして捧げる働きを実行されます。つまり、死に至るまで従順であることによって、神からその贖いの供え物を受け取っていただける、救い主です。このような方として、私たちはキリストを信じています。
　このことこそ肝心なことで、これを知っているかどうか問われます。私たちもメルキゼデクと同じような大祭司としてイエス・キリストを信じる信仰こそ肝心な信仰であってこの信仰があれば、私たちは憚ることなく神の恵みのみ座に接近していけます。これこそが教師たる条件です。ヘブライ人への手紙を読む読者はこの点で不十分でありました。いろいろなことを知りながら、このことについては知らない。それでは赤ん坊のような状態の信仰であると言われても仕方がありません。このことを確信するまでどれくらいの年月が必要かは分かりませんが、そんな極端な長期ではないと思います。ヘブライ人への手紙の読者が何故その点について悟らないのか分かりませんが、旧約聖書の読み方に欠陥があったからにちがいありません。
　私たちも大祭司としてのキリストをどれだけ十分に学んでいるでしょうか。もっと言えば、十字架の死に至るまで、神に忠実であったキリスト、その死によってもろもろの罪の赦しを獲得されたキリストをどこまで十分に正確に、さらに熱心に信じ、受けいれているか問われることでしょう。

　ヘブライ人への手紙の著者は神の言葉を比喩的に表現します。神の言葉の語る初歩はミルクを飲む赤ん坊に喩えられますが、その御言葉は「義の言葉」といわれています。この言葉の意味は、律法を指しているのではなく、神の意志を指していると見ることができます。神にとって善なることは何か、その反対に悪しきこととは何か。それを区別して明確に語っているのが神の言葉です。これこそ義の言葉ということができます。正しいこととは神が受け入れられる言行のことです。それを指示することこそ、神が聖書の中で明らかにしようとされる点です。大祭司イエス・キリストを巡る真理は神の言葉に記され、その真理によって私たちは神がよしとされるところを学び取るのです。
ですから、このような神の言葉こそ一人前の大人のためにあります。イエス・キリストが大祭司として行われること、その結果、私たちが受ける赦し。これらこそ、いつまでもミルクを飲んでいる未熟な信仰のレベルから脱出することのできる手立てなのです。
　この固い食物、神の言葉はそれによって善悪を見分ける義の言葉でもあります。善悪を見分けるのは感覚と言われています〔１３節〕。知性で見分けるといいません。知的ではなく、感覚をもって見分けていきます。感覚は、見る、聞く、味わう、臭いをかぐ、触れるという５感に加えて第六感も含まれるのではないかと思います。言い換えれば豊かな想像力です。神の言葉をこのような感覚で受け止めることも求められています。神の言葉、特に贖いの教えなど、感覚は排除されるべきだと思う人もいます。そのようなものは理性の働きによって明らかにされるというのです。しかし、私たちの信仰は全人格をあげて深く学ぶもの、その中には感覚も含まれます。感覚は経験されてこそ研ぎ澄まされます。それが訓練と言われています。

　徐々に、しかし、着実に、私たちは神の言葉に触れていく時、一人前の信仰者となる。そういう目標を示されます。大祭司イエス・キリストを、その十字架のみ業を深く深く知り、またそれに感動し、感動から驚き、喜び、幸福感に至っていきます。そのような歩みこそこの作者が本当に意図しているところと言えると思います。いつまでたっても成長しないものにならず、健全に信仰を成長させ手いくことこそこの作者の目論見なのです。(この項おわり)
